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簡畢たる定士分析法(附DDⅣPに封する光の髭書)

ヂT./ヂェトロ71/-JL･を以下 L).I).hLP と路だ己ナ

棚 月としての D.I).i-LPに曲するm -はその軽少く.之が分析に耽てはthn)LS氏畠
に依りその仝肘 の取 を行ひたる外.兼だ分所鼓の母衣を見ず.今和之が化串的･嶺
理的性好投宛の碍蛸としてその定紛 折につき二,≡の7r段を行ひたtI･

一浪にS丁′fE合翁の宏文方法にはG)ヂ丁′状袋の宝栗を完全に牡生せしめその瓦桁

の容班を舵 する方法SJ･イrpサル7Tイトの素読に怯b定暮的に翫 する方珪3)ナ

フトール叉はナフトール来スJt･71ン汲額を似てか'1リノク1こ上b放 する方法等あ
りそのうち Iの方韓は穀も廿通に行水あるところにして D.D.yJ'の定丘も大蛤櫨 に

特じて1テひたり

工.D.D.yP溶液轍 に粥する櫨討

Dr)N P は不S,水に#鮮拝なる烏めその陸にては③ の方法に髄ふを得ず之がi牌 変を布
むる方法rこつき=,三脚 を行ひたり,EJ]ち 10℃ に放ては 100cl!の水に僅か001g溶解する

のみにしてか iるt帥 液にて辻分析由連な]) 又泣71ルコールにlJJ.A:俊的溶解するも(50Cに

於て 100ccEf121g)10℃ に放ては10tlcc中に06g溶解するのみ 照るに丁セ トンには10℃

に放て100cc小に ▲17g蹄辞し史に7-セトン鮮瀞 卜 矧 こ水を加1る時止Dt).1,Pの結晶と
析出するととTJ:く浸鹿布き水- 7七71ン締液を得 らる1ことを認めた りt逆に水小にT.t'ト

ン沖液を注加する時比 DD.Tfl'結晶析出ナ)本番宵は分析に甚だ有利にして之を利用せIf比

較的iade布き棚 掛 こ放て均一なるカ,ブ1)ソク'･を行ひ作 らる

Ⅱ .溶液濃度襲化の投射

綿紛 いに'TセトYを合有ナる散水7*'接の磯倉 上l)その速度軌 tlLあさは懲掛 こしてこのZE江

､意を必するもTt･I.ソの各r且Lh:に於ける珊張度は兵の如し

- 1A狂 ●C

議畑 ul'ト ーJO O 十10 eO LX)

Ttrン 30 67 110 18L1 283

7k I.9 46 92 176 81.8

7セナンの 5% 水棒状につき崩せに依る'接点の襲化を甘測するに攻の如 し
1碁軽 10分に放ける 生活暮bOOtx･の勾合
ユcTntT慈乾it のす分神

水 0000Scc ObXI16LIL./
SX ltトン水杯汝 oJ加 cc OJX)1巴,Y
tlLホ克LI丸瓦灯℃ 訂正 21.6℃ 集塵 752ttLm さま 48

' 胡d火粛耳也似 せjt技師
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以上の如 くなるも℡勝介CTTを行ふは 10℃ 前後J3分折辻PI叔直後行ひ柑 らるiを以て本分折
の範馳内にては漆庶費化影甘なL

ⅡI DDZVPのカサ1リングに依る呈色
DD･TIPは各柾の7ノ成分と逆にカ'ブ .)ソ9'し色素を生成す 即ち

アブ成分 色 調 丁ゾ成分 色 粥

レゾルシン 蘇 zn一日 レンヂ71ミy 妖

H一宏 脊 7-配 架

tt一較 淡扶 g-俊 紫

ZgT色成定riレル .yン放せ泣 くm一日)レンチ7 …ン及 B一枚之に次 ぐ 又その色調はfl玉空の
青色及びレル シソの頚色濃 も明校にしてレノJL,-yンの勾金rL於てIii,逆払 ヒ呈色にてその重

度 000015t,遥n糾しRlられた り_

Ⅰ▼ 滴定に使用すべき711成分の選定

カ,ブ1)ノク̀iL,.にy-;る史t分析には-虎 に7-ゾ成分 として β-ナフト JL･シ17,-鼠 R-醍
等用ひられ尽る如きもJ)J):<l'lこR以Tの如き理由に醍 Dレゾルシンを使jFIするこい せ -)
① レノJLrシソはカ,ブ')ング反康良も速にしてしかもその色調は封明たる赤色1揃 項の如
く逆辰上皇色にて MOtl]qt蕗求道盟糾し絡 らる

②x': ｡..-′- 色批 舶 柵 にiI･に放てヂス丁稚 菜生か 恐あるも甘如 拙黒
一色めレノルシソ伴淡を7ルカ1)性とTJ:しおく時比デス7･ノ色親戚生せざることを柘妃せ り

③ レノ̂ ,シ-/の枠製品はナフト ル系スルフ′ン庶題の持部品にLtL鵬 嶺 めて席 く且そ
の定:R分析も容みな･)

⑳ ナフトール系スル7ィ･ン奴親は椀品7ti脈殆んど無 くその人守は甚だ岡維 なるに圧しレノ

〟 ./yなれば如何なる地にても容易に入手し縛 られ,H本*JJのものにても各品にf#淑し柑 ら

I v/ L.〟.I-:: :_:I .1'; ･:-h L.: ;･. 一 ､. : ･-･∴ ･ 一 _.
忙絞 り測愈する方法節あり

今回はtだ11上境)の方法に従ひね り

即ちClrPu-.ce氏法 (Jot)rZJldEllgerCherD5,218(19川 ).レゾルシyO4gを ユ000cc

の 推̂河水に78ナ 別に-TI/101{lhO.50ccを有投Erlcn･neyer77スフに探 り3-1gのranCO.
I. と加へ鷲劉こ拙作しっ l之Iこt,y'ル･/ン.伴 'jccを加ふ.一兵に栓を除きたる缶 5-10分Ⅵ兼沸

60℃に冷却せる時措捷栓を加へて雛 とたし約 2分切放思す 委l旦迄'C･冷却せば蒸滑水を加へ

て液と緒押 し之に Iirt2UA;液 5ccを加-墓津せる沃卓を.Y/10チオ故酸ソーダ湘 モてr=寂静

を指示兼とし滴定す

1亡C_TI/10IこMnO一=000044g レゾルシン

となる.
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hJ.上の方法にfL<り精製せる1/ゾルシソを足先せるに)00 4jb'を糾たるi:以て之を絶品とし便~

用ナることiせり.

VI D.DN.P の定A分析

T)DrPは丁ルカ1)性沖淡に放てレゾルシンとi射こカ'プサングし功:-色の色親を生成す 然

れどもレゾ̂ ,シ./捻71JL,カy堆i#涙に放て杜夫罪に分解LDD_TIPも亦冷TJL･カVに依り屯

に分片せらるiを以て何れの萩も攻め丁/i･カ.)烏となしおくと柑す

yIにヂTy'化lf杓の丘丑に放て硬めLft牲r:放てTy一成分艶定淡小に格言立上り稲､少先の三戸

Ty'状と加へ兵で之に攻めiJ唆 せる糞の丁 ･̂jM ir加へ節色せしむる方鼓はJJL本永之幼氏の推

典する虎(J･化 乱 109177たれどJ)･Dl'lL./y-ルシソ邸色の笥含水汝に柊-ばデス丁ノ色
兼生成のきそれあり 啓佑鞍鼻は 60%,69%,,68%',70%.67% の如 く低さ依t･示す.稚め萩を

鮎 とし後之に丁ルカ.)と加ふる方法仕史に不可た ))

依って未だ不完垂Tlれど以下の如 く枚作することlせり 即ちl)D･tlPO･ト Ojgを持挿し○
-'oceの冷Tt･トンに幹解す 之を外韓より水冷しっl改め冷却せる水と束泡の生ぜざる仕法

惹しっ1-時に加へ′*操作に放てはしばしば7)I)1-P分解し親来瓦斯を教生するを以て矧 こ

来泊l=決まを野手建 客i･5榊ccとL好色有栓瓶中に貯1.外杯より氷冷せる500ccビーカー

に r2̂00レノルシソ:J支50ccを正確にとり5,%Ya_CO.液 7ccを加-後在に氷冷せるどべサト

にて耕昔兼上))摘一少兼の 】)l)∫.l'冷淡 (50cc)を碓枠しっ 1加-1新色せLtT

別に渡統上に小.tの食BES･吐き上記カ'プリン4'液をガラス紬の先にて食ZZrz:痢下し生JRせ

る色兼と82妖上にてBE折せしめ無色涼滞在の未1<'四恥こ堺ちぎる中に過に之に接近して別に坤

伸せるDDrl'淡をつけ粥液糖糾 こ赤色帝を生ずしめてレゾルシンの珠淵を放しDrIrl'の

不足分を氷冷せる1ccビペ7トにて加-前岡珠渦紙上星色lこてか色付の生ぜざる鮎をBLて払

Z古とナ

DI)Y.P淡の新藤jLよりその耗皮を知り柑

以上_の方法に弓道ひ稚劃せるDDIIPの東条を行ひしに997%',D9.1%'を示した り.

VII アセ トン･.J-ダ温度の孝三響

① 丁七トンの形懲 本皮jR出に凍てH:その祢姓の一部にTt･トンと使用しあるを以て之が

分析に封ナる彩管を扮押せるにTl･トy丑の如何に拘 らず分析細水は一足の化を示した p eP
ち

ヂぎトr;忍売主 わ 7 リング r州 .P耗虻
十6.0 99.0,V

6cc CC 9Tu)yu/
10cc 5cc 叩.62.I
eOcc 5'0 998h'

② ソーダの影響 1'4,C10'の丑充分Tu:らざればカ'ブ.)ソg'庄鹿の過行不漣 なる名分好

結果は】00以上の布き使i･示し著しく過剰TJ:る時は D】)h'P分解せ らるるをBAて税政は低下

ナ･史lこ･T<爪tCO..TtJ結きに退 ぐる時はL徒に淡主を増し抵茄を不明瞭たらしむ 凍Aの鎮座のも

のにつき半駿の㌫果本分折には5%'1-a=CO一淡7ccを使用するを貴通とするを疎めたり.

⑳ I)T).ドPは比硬的過度に安貞にして20℃前後に放ても殆ど分解せざるも溶液詞軒わ庶
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i且鹿布き増分は分解し易くrL溶液中ICT七 トソを合有すると以て分析は 15●C以下に放て行ふ

こと せゝ tl

k BE

993
√りつ
99.0
99Ji
99.0

VⅡI DD7VP溶液に封する光のFf響

｢軌こヂ丁ゾオキシドは%･功のヂ丁ノ碓合軸こ比し鵬 性にして庄席性乏しく安貞なり 唯

光rLよ])分解す この血仕にたがはす DD.TfPも亦光に 上りて仕組に分解せ られ挿難色上り

JLR桃色となる

① 重 く光奴を起 り肝載せる瑚合の/分解iW (DT)i-L一女庶法紛 いに貯-その分解地政を

副文せり)

撃 m ㌔ 3 芸

995
1 √I?0
19 993
㌢ 9910

⑧ 柵eJq色瓶中に放け一る分帯過度 政財日光を避け明き篭内に放牡す.

Lfm托過 托 dC

q) 100.IX
l 舶7 1

100J)

18(亡の印JErn)
21

23

③ 延明掛 1,に放ける分ポ迎庶 日光のあた らざる窓際より30C"津Ll.た る虚になき測定

千

捷過吋W 耗 駐

Ij/ ユ00.0,Ou,
l SSG

BlLL
.' =し1.I

17 5_'7

◎ 乱射日光による分解池皮 rdf拝日光に雷る時･ま気泡を生じて分解し萩比視色を粁ぶ昭和

15'LFl6月 22日午後 4時 30分洲史･

特 用 JQ ZL

100tX
00767.3

捜 括

① *分析法の捕庶 D-)i--Pは水に姓辞任なる蕗その定iは謁だ凶杜にして本鼓も小･t無
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ltLl丑たるASあり 紳lこ71七T,yと併用L接岸を促せ

るもそのiA皮兼だ時津たるfi正確と期 Lk くその指圧は捕■小弟必以下-WT(%)な9 又 T)D

:(P浮簾の符合耕しやすく7SJこ分析瑞射 土しばしrr9梢'前後の位をQ(を,示すととあるも戴PtiJ涙蚊せ
ばは1･rF1-の高せ岨i14らる 蒋at-d崇の崇Etも泣

皆と沓ナ ヽ⑧ *分析故の特徴 本法の分析抹 泉抜毛寄なる
仏法槻 さもその分析'こ任用する訳熟 まLf,'取品にて落易に19られ,h分析塊作珊

耳なる故｢投1_切紬 宝にても令斬罪Jlなり.⑳ I)r)･TI･l'に耽て 梶木の掛こ依れば何れも光の影帝,Jlせが加古も綿状AAにて

はその出ず猷 るを望めた り (前曲扱事附)




